
〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

11.12
NO.1148

NOV  2014

　　－第44回白鷹町芸術祭　おんがく祭－　

　11月１日～２日、あゆーむで、第44回白鷹町芸術祭が開催されました。オープニングでは、町誕生60周年を記念し、以

前は町内の盆踊りなどで踊られていた「白鷹音頭」と「白鷹小唄」の踊りが披露されました。おんがく祭では、この日ま

で練習を重ねた子どもたちのハーモニーや演奏が会場に響き渡り、たくさんの拍手が送られました。

平成27年度の保育園児を募集します　②～③
冬期間の除雪について　④～⑤　
白鷹中学校の校歌が完成　⑥
トピックス＆スポーツ　⑭～⑮



白鷹町誕生60周年　②～③　
平成25年度一般会計決算　④～⑥
子ども・子育て支援新制度　
若鮎マラソン大会入賞者と記録　⑭～⑮
トピックス＆スポーツ　⑯～⑰
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世帯の課税状況 3歳未満児 3歳以上児

生活保護世帯 0円 0円

町民税・所得税非課税世帯 8,000円 5,000円

町民税課税・所得税非課税世帯 17,000円 14,000円

所得税課税世帯　 40,000 円未満 25,000円 19,000円

所得税課税世帯　 65,000 円未満 28,000円 23,000円

所得税課税世帯　103,000 円未満 36,000円 27,000円

所得税課税世帯　180,000 円未満 41,000円 29,000円

所得税課税世帯　413,000 円未満 45,000円 31,000円

所得税課税世帯　554,000 円未満 48,000円 34,000円

所得税課税世帯　554,000 円以上 50,000円 36,000円

　表２　平成26年度月額保育料（参考）
※左記料金表は平成26年度のものですので、参考とし
　てご覧ください。
※１世帯から２人の児童が入所する場合は、第２子が
　半額に、３人以上が入所する場合は、第２子が半額、
　第３子以上が無料となります。
※中学生以下の児童が３人以上いる世帯における第３
　子以上の保育料は無料となります。

施設名 運営主体 定員 対象 開所時間 特別保育サービス

さくらの保育園
社会福祉法人
白鷹町社会
福祉協議会

150 0～5歳
午前７時～

午後７時 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育

よつば保育園 社会福祉法人
白鷹会

90 0～5歳
午前７時～

午後７時 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育

あ ら と 保 育 社会福祉法人
白鷹会

150 0～5歳
午前７時～

午後７時 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育

ひがしね保育園 白鷹町 90 3～5歳
午前７時30分～

午後６時30分 時間延長保育、障がい児保育、一時保育

※対象児童年齢は、平成27年４月１日現在のものとします。
※時間延長保育は、さくらの保育園、よつば保育園、あらと保育園は午前７時～８時30分、午後４時30分～７時、ひがしね       
　保育園は午前７時30分～８時30分、午後４時30分～６時30分となります。
※一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童が対象となります。
　利用料金は、３歳未満児が４時間まで1,250円、４時間超が2,500円、３歳以上児が４時間まで1,100円、４時間超が  　
　2,200円　です。
※時間延長保育と一時保育は、各保育園で随時申し込みを受け付けます。
※詳しくは各保育園、健康福祉課子育て支援係にお問い合わせください。

　表１　募集内容と保育サービスの概要

平成27年度の放課後児童クラブ（学童保育）利用児童を募集しています

◆対象児童　本町の小学校在学者で、放課後の家庭で保育が困難な小学校６年生までの児童
◆登録料　　5,000円（初年度のみ徴収）　　　◆利用料　月額8,000円（おやつ代を含む）
◆申込期間　11月12日（水）～ 12月１日（月）　

あらと保育園学童保育 鮎っ子クラブ 東根児童クラブふれあいっ子

   　 現在の実施場所　 あらと保育園
　

白鷹町子育て支援センター内
　

ふれあいの里敷地内
　

申し込み電話番号 ☎85－3160 ☎87－0084 ☎85－2200

開所時間

  月～金曜日 　午前10時～午後７時 　午前11時～午後 ７時 　昼12時～午後７時 

  土曜日 　午前 ７時～午後７時 　午前 ７時～午後 ７時 　午前 ７時30分～午後 ７時
  学校代休　
  長期休暇

　午前 ７時～午後７時 　午前 ７時～午後 ７時 　午前 ７時30分～午後 ７時

休    所   日
　第２土曜日、日曜日、
　祝日、年末年始

　第２土曜日、日曜日、
　祝日、お盆、年末年始

　第１土曜日を除く土曜日、日
　曜日、祝日、お盆、年末年始

＊利用料は基本金額を示しています。登録形態やサービス加算によって金額が異なります。
＊申込者が多数の場合は、施設を別の場所に拡充してお預かりします。
＊申し込みは、各児童クラブにお問い合わせください。

■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係　☎86－0212



●4　　 広報しらたか　2014.11.12

準
基
施
実
雪
除
道
町

　

け
設
を
点
測
観
に
所
各
の
内
町

が
深
雪
降
上
路
道

10

合
場

　

11

・
月

12

直
雪
降
の
月

は

雪
降
上
路
て
じ
応
に
況
状
象
気を

深

15

　

10

15り
あ
が
合
場
る
す
了
終
を
業
作
で

に
め
た
の
業
作
雪
除
械
機
な
滑
円

で
い
な
さ
出
を
雪
に
路
道
◆

　

で
所
場
る
通
の
車
や
人
は
路
道

原
の
故
事
通
交
り
な
に
凸
凹
が
面

　

は
に
合
場
る
ち
落
が
雪
ら
か
根
屋

落
て
け
付
り
取
を
」
め
止
で
な
「

合
場
た
し
と
落
に
上
路
道
り
よ
に

で
い
な
し
に
対
絶
は
車
駐
上
路
◆

　

に
因
原
の
故
事
通
交
は
間
夜
や
雪

で
い
な
か
づ
近
は
に
車
雪
除
◆

　

の
く
づ
近
に
車
雪
除
の
中
業
作

   

　　

11

か
月

　

い
さ
だ
く
力
協
ご
に
雪
除

お
を
保
確
の
場
雪
堆
・
場
押
雪
◆

　

す
ま
し
い
願

地
用
共
公
る
い
て
し
面
に
道
町

て
し
供
提
て
し
と
場
雪
堆
・
場
押

お
を
力
協
ご
う
よ
す
ま
い
さ
だ
く

で
い
な
し
雪
投
に
溝
側
路
道

　

て
て
捨
に
溝
側
を
雪
た
し
雪
除

 が
例
た
し
水
浸
で
ま
上
床
の
宅
住

す
ま
し
い
願
お
を
力
協
で
域
地
◆

　

や
帯
世
者
齢
高
の
し
ら
暮
人
一

も
い
き
大
も
て
と
が
担
負
る
わ
か

て
け
向
に
業
作
雪
除
な
的
率
効

　

成
平
は
で
町

23

除
「
り
よ
度
年

導
を
」
ム
テ
ス
シ
理
管
行
運
車
雪

を
去
除
や
置
設
印
目
は
に
物
害
障

　

高
（
ど
な
枝
の
木
樹
に
上
路
道

あ
が
合
場
い
な
き
で
が
雪
除
と
る

う
よ
る
さ
だ
く
て
い
除
り
取
か
く

　

料
肥
や
木
せ
は
る
あ
て
い
置
に
上

り
あ
が
れ
恐
す
壊
で
車
雪
除
り
た

く
て
い
除
り
取
に
め
早
で
の
す
ま

　

り
あ
が
れ
恐
す
壊
で
車
雪
除
も
ど

て
立
を
）
る
け
つ
を
印
目
の
ど
な

　

あ
が
所
箇
る
い
て
し
た
き
を
障
支

お
う
よ
る
さ
だ
く
力
協
ご
に
置
設

　

を
路
経
行
走
と
地
在
現
の
車
雪
除

作
雪
除
な
的
率
効
ら
が
な
し
認
確

な
速
迅
て
し
対
に
望
要
ご
や
せ
わ

　



●5　　 広報しらたか　2014.11.12 　　 広報しらたか　2014.11.12

■
問
い
合
わ
せ　

　

建
設
水
道
課
土
木
係

　

☎
85

－

６
１
４
２

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

除
雪
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
要

望
・
問
題
点
は
個
人
毎
で
は
な
く
、

必
ず
区
長
さ
ん
・
町
内
長
さ
ん
が

代
表
し
て
建
設
水
道
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
最
上
川
（
荒
砥
橋
下

流
）
の
河
川
敷
を
雪
捨
場
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
雪
と
一
緒

に
多
く
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い

雪
が
困
難
な
家
庭
に
配
慮
い
た
だ

き
、
近
所
の
方
に
よ
る
除
雪
作
業

な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

る
た
め
、
雪
以
外
の
も
の
は
絶
対

に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

雪
を
捨
て
る
際
は
、
奥
か
ら
順
に

捨
て
て
く
だ
さ
い
。

水
道
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
検
針

　を
休
み
ま
す（
１
月
～
４
月
）

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
５
月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
冬
期
間
の
水
量

が
11
月
の
使
用
水
量
と
大
幅
に
変

動
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
冬
期
間
の
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
対
策
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な
い
水
道
管
は
凍
結
し

た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
毎

年
、
こ
の
凍
結
事
故
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り
水
道
管
が

破
裂
す
る
と
、
修
理
代
は
も
と
よ

り
、
水
道
料
金
も
高
額
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、 

就
寝
前
に
「
不
凍
水
抜
栓
」
を
完

全
に
閉
め
切
り
、
蛇
口
を
開
い
て

水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の

状
態
で
は
、
水
が
漏
れ
続
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
完
全
に
閉

め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
翌
朝
使

用
す
る
場
合
は
、
完
全
に
開
け
て

く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
、
半
開
き
の
た
め
漏
水

　

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

　

す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ヒ
ー
タ
ー
線
を
巻
い
て
い
る
水

　

道
管
の
場
合
は
、
ヒ
ー
タ
ー
の

　

コ
ン
セ
ン
ト
が
確
実
に
差
し
込

　

ま
れ
て
い
る
か
、
ヒ
ー
タ
ー
が

　

正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
を
確

　

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉

　栓
手
続
き

　

漏
水
の
発
見
が
遅
れ
、
水
道
料

金
が
高
額
と
な
ら
な
い
よ
う
、
冬

期
間
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉

栓
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
閉

栓
、
開
栓
の
手
数
料
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
０
円
で
す
。

●
水
道
管
の
破
裂

　

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
は
、 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ

を
閉
め
、
直
ち
に
水
を
止
め
て
町

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連

絡
し
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
修
理
代
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

●
漏
水
の
確
認

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
ト

イ
レ
な
ど
の
水
タ
ン
ク
も
確
認
し

て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ー
ク
ま
た
は
１
リ
ッ
ト
ル
針
が

動
い
て
い
る
場
合
は
、
ど
こ
か
で

漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
連
絡
し
、
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

１
リ
ッ
ト
ル
針

※
冬
期
間
も
メ
ー
タ
ー
を
時
々
確

　

認
し
て
、
漏
水
の
疑
い
が
な
い

　

か
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　

■
問
い
合
わ
せ　

　
　

建
設
水
道
課
水
道
係

　
　

☎
85

－

６
１
３
７

▼
利
用
期
間

　
　
　

平
成
26
年
12
月
１
日

　
　

～
平
成
27
年
３
月
31
日

▼
利
用
時
間

　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

連　絡

対　応

指　示要望
問題点

役　場区長・町内長
除雪の

要望は



●6　　 広報しらたか　2014.11.12

　 　

成
平

27

る
す
校
開
に
月
４
年

完
が
歌
校
の
」
校
学
中
鷹
白
「

10

集
が
員
職
教
・
徒
生
の
校
両
に

　

ぞ
れ
そ
た
れ
ら
め
込
に
歌
校
て

ん
さ
弘
康
勢
田

　

学
中
た
い
で
ん
住
に
鷹
白
「

を
詩
に
う
よ
す
ま
励
を
分
自
の

　

ん
さ
コ
ハ
崎
山

　

な
桜
や
空
だ
ん
澄
が
気
空
「

　

に
校
学
て
く
た
い
歌
が
歌
校草

若
　

ん
さ
恵

　

明
夜
で
の
な
校
学
い
し
新
「

歌
校
な
う
よ
る
せ
さ
じ
感
を
け

　

成
平

27

校
学
中
鷹
白

校
開
月
４
年

　
　
　

た
し
ま
し
成
完
が
歌
校

　

10
月
23

10
月
27

つ
さ
い
あ
の
任
就

長
議
会
議
町
鷹
白

　
野
今

　
明
正

　

れ
ば
叫
に
高
声
が
生
創
方
地

60
周に

期
革
変
な
き
大
に
も
と
と
葉

　

ま
れ
わ
舞
見
に
害
災
雨
豪
て
け

 

　

と
と
こ
る
賜
け
受
を
職
の
長
議

あ
で
身
の
才
非
学
浅
り
よ
と
も

況
状
い
な
れ
さ
許
も
滞
停
の
刻

に
摯
真
を
声
の
様
皆
の
民
町
る

所
る
い
ま
て
し
指
目
を
営
運
会

　

 で
体
議
合
の
義
主
主
民
制
会
議

が
な
し
た
果
を
任
責
明
説
・
開

し
た
い
い
願
お
く
し
ろ
よ
ぞ
う
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社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰

　
　

衣
袋
庄
三
郎
さ
ん
（
畔
藤
）

　

衣
袋
庄
三
郎
さ
ん
が
、
社
会
福

祉
功
労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

衣
袋
さ
ん
は
、
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
昨
年
11
月
の
退
任

ま
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
相
談
や
支
援
、

地
道
な
見
守
り
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
学
校
、

地
域
、
保
護
者
と
の
連
携
に
努
め

ら
れ
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
、

児
童
福
祉
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
形
県
知
事
感
謝
状

鮎
貝
自
彊
会
（
白
田
勝
理
事
長
）

羽
黒
の
森
を
守
る
会

　
　
　
　
　

（
大
瀧
憲
夫
会
長
）

　

鮎
貝
自
彊
会
は
、
県
に
協
力
し

て
保
安
林
の
改
良
、
保
育
の
実
施

な
ど
森
林
の
適
正
管
理
に
努
め
、

町
の
林
道
管
理
に
も
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

羽
黒
の
森
を
守
る
会
は
、
先
人

が
守
り
続
け
て
き
た
老
松
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
羽
黒
の
森

一
帯
の
松
く
い
虫
対
策
や
小
・
中

学
生
も
参
加
し
て
の
里
山
の
景
観

保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

両
団
体
の
こ
の
よ
う
な
活
動
に

対
し
、
こ
の
た
び
、
山
形
県
知
事

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

置
賜
社
会
教
育
振
興
会
表
彰

　
　
　

岡
田　

明
さ
ん
（
浅
立
）

　

山
形
県
社
会
教
育
連
絡
協
議
会
表
彰

　
　

菊
地
豊
宗
さ
ん
（
箕
和
田
）

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
表
彰

　
　

丸
川
信
浩
さ
ん
（
横
田
尻
）

　

丸
川
信
浩
さ
ん
が
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

丸
川
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
っ

て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
に
努
め

ら
れ
、
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

の
運
営
に
携
わ
り
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
協
会
の
国
際
的
地
位
の
向
上

に
も
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、 

こ
の
た
び
協
会
よ
り
表
彰
が
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

山
形
県
社
会
教
育
研
究
大
会
に

お
い
て
、
荒
砥
地
区
公
民
館
と
菊

地
豊
宗
さ
ん
が
山
形
県
社
会
教
育

連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　

　

菊
地
さ
ん
は
、
町
社
会
教
育
委

員
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
永
年
に

わ
た
り
鮎
貝
地
区
公
民
館
長
を
務

　
　
　
　
　
　

荒
砥
地
区
公
民
館

め
ら
れ
、
地
区
民
交
流
、
地
域
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
た
び
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
置
賜
社
会
教
育
振

興
大
会
に
お
い
て
、
岡
田
明
さ
ん

が
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　

　

岡
田
さ
ん
は
、
べ
に
ば
な
国
体

の
開
催
や
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
創
設
に
貢
献
す
る
な
ど
、

町
体
育
協
会
に
お
い
て
、
永
年
に

わ
た
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
た
び
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
集
い
、
学
び
、
結
び
、
拓
く

公
民
館
」
と
し
て
地
域
の
社
会
教

育
、
生
涯
学
習
を
振
興
し
、
地
域

づ
く
り
、
人
づ
く
り
へ
の
熱
心
な

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
優
良
公

民
館
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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相談日 予約申込締切日
11月 26日（水） 11月 21日（金）
12月 24日（水） 12月 19日（金）

(平成27年） (平成27年）
１月 28日（水） １月 23日（金）
２月 25日（水） ２月 20日（金）
３月 25日（水） ３月 20日（金）

　相談は予約制です。締切日までに町民課戸籍年金係
までお申し込みください。
◆相談時間　午前10時～午後１時　※相談時間は30分
◆相談会場　中央公民館　１階　文化実習室
　※会場は都合により別室になる場合がありますので、
　　ロビーの案内板でご確認ください。

■申し込み・問い合わせ　町民課戸籍年金係
　☎85－6129

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除対象と
なります。その年の１月１日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。

　　　　　控除証明書専用ダイヤル　☎ 0570 － 058 － 555

11 月上旬に送付される方

国民年金マスコット
ネッキーくん

日本年金機構　米沢年金事務所　平成26年度「移動年金相談日」

免除期間・猶予期間の保険料の納付をお勧めします！

　　　　　米沢年金事務所　☎ 0238 － 22 － 4220（自動音声）

　国民年金保険料の免除、若年者納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期
　間がある場合、これらの期間は将来受け取る年金を増額するために、10年以
　内であればさかのぼって古い月分から納めることができます。

　未納の期間がある場合、通常は過去2年までしか納めることができない保険料
　を、平成27年9月までは過去10年まで納めることができます。
　
　納付のお申し込み・ご相談は米沢年金事務所までお願いします。

※控除証明書の再発行は米沢年金事務所　☎ 0238 － 22 － 4220（自動音声）にお問
　い合わせください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
－年末調整・確定申告まで大切に保管を！－

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのお問い合わせは、控除証
明書のはがきに表示されている番号にお願いします。

平成 26年 １月１日から９月 30 日までの間に国民年金保険料を納めた方

来年２月上旬に送付される方　

平成 26年 10 月１日から 12 月 31 日までの間に、今年初めて国民年金保険料を納めた方

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間・未納期間がある方へ
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　　第２次白鷹町健康増進計画
「元気ニコニコしらたか21」 vol.18

　乳幼児突然死症候群とは、それまで元気だった赤ちゃんが、睡眠中に突然死する病気で、原因

はまだわかっていません。生後２カ月から６カ月の間に多く、まれに１歳以上でも発症すること

があります。特に、12月以降の冬期に発症する傾向が高いため、これからの季節は注意が必要

です。

11月は「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210

うつぶせ寝は避ける

子どもの健康３原則！　『よく食べ、よく遊び、よく眠る』

できるだけ母乳で育てる たばこはやめる

　赤ちゃんの顔が見えるようにあお向けに寝

かせるようにしましょう。また、なるべく赤

ちゃんをひとりにしないで、窒息や誤飲、け

がなどの事故を未然に防ぎましょう。

　親が喫煙する場合、乳幼児突然死症候群の

発症率が高くなるというデータがあります。

そのほかにも、たばこは子どもの心身の発達

によくありません。禁煙に取り組んだり、妊

産婦や子どものそばでの喫煙は避けましょう。

　母乳で育っている乳児は、人工乳の乳児と

比べて、乳幼児突然死症候群の発症率が低い

といわれています。人工乳が病気を引き起こ

すわけではありませんが、できるだけ母乳で

育てましょう。

乳幼児突然死症候群から赤ちゃんを守るための３つのポイント

　子どもが健康的な生活を送ることは、からだとこころの発育・発達に大きく影響し、子どもの

頃に身につけた生活習慣は、大人になってからの生活習慣の大切な土台となっていきます。

◆おいしく楽しく一日３食、バランスのよい食事をとりましょう。

◆体を使って十分に遊びましょう。

◆早寝早起き、家族みんなで生活リズムを整えましょう。

　子どもにとって最も身近で、生活のお手本となるのが、ご家族の皆さんです。ご家族みんなで、

生活習慣を見直し、今日できることから始めてみましょう。

　インフルエンザは毎年冬に流行します。風邪とは違い、高熱とともに関節痛、筋肉痛などの症

状があらわれることが特徴です。感染力が強いため、予防することがとても大切です。

＜予防法＞①こまめな手洗い、うがい　②マスク着用　③適度な湿度（50％）　④予防接種

－インフルエンザ予防接種費用の一部助成を平成27年1月31日まで行います－

●6か月から中学3年生までのお子さん　1回につき1,500円

●65歳以上の方　1,000円

　※医療機関に直接予約し、接種してください。

インフルエンザにご注意ください !!
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　特別徴収されてない事業主、従業員の皆さまへ

個人住民税は、特別徴収で納めましょう

住民税特別徴収のしくみ

　特別徴収とは？

　事業主が毎月従業員に支払う給与から個人住民税
（町・県民税）を引き去りし、従業員に代わって市
町村に納入していただく制度です。地方税法第321
条の4の規定により、所得税を給与から源泉徴収し
ている事業主は、すべての従業員について個人住民
税を特別徴収することが義務付けられています。

　個人住民税は計算のわずらわしさがありません

　個人住民税の税額計算は市町村が行いますので、
所得税のように事業主が税額を計算したり、年末調
整する手間はかかりません。事業主の皆さまには給
与支払報告書を提出いただくだけです。

　従業員にとっても大きなメリット

　◇毎月、給与から引き去りされるため、納め忘れ
　　がありません。
　◇一人ひとりが納期ごとに金融機関に出向く必要
　　がありません。
　◇納期が年12回となり、1回あたりの納付額が少な
　　くなります。（普通徴収は年４回）

　平成26年度から山形県内全市町村で完全実施

　すべての事業所が特別徴収事業所となります。
平成27年度の個人住民税は、平成27年5月に特別徴
収通知書をお送りしますので、6月の給与から税額を
差し引いて納入していただきます。年度途中に就職
された方の個人住民税も普通徴収の納期限前のもの
であれば特別徴収に切りかえられます。

市町村 事業主 従業員
①給与支払報告書の提出

（１月 31 日まで）②税額の計算

③特別徴収税額の通知
（５月 31 日まで）

④給与支払（税額の通知）

⑥個人住民税の納入
（翌月 10 日まで）

⑤特別徴収（給与差引）
（６月から翌年５月まで）

◎納付書で納付される方は、納期限まで納められな
　かった場合には、督促状が発送されます。

◎口座振替で納付される方は、残高不足等の理由に
　より口座振替できなかった場合、口座振替不能通
　知書（納付書）が送付されます。納付書でも納付                    
　いただけなかった場合は、督促状が発送されます。

●ご注意　督促状発送後も納付がない状態が続きま
　すと、必要に応じて財産調査などを実施し、差押
　えに進みます。差押え財産は当方で決定し、事前

　の連絡はありません。差押えた給与・預金・保険
　等は（保険は解約のうえ）未納の税金に充当され                     
　ます。動産・不動産は公売により換価のうえ、同じ
　く未納の税金に充てられます。
※納期限を一定期間以上経過しますと延滞金が発生
　し、さらに納付額が増加します。お手元の納付書
　をご確認いただき、納期限が過ぎているものがあ
　りましたら早急に納付いただきますようお願いし
　ます。

■問い合わせ　税務出納課　収納係　☎85－6106

町税などの納付について

納め忘れはありませんか？
　町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税及び介護保険料・後期高齢者医療保険料は、それぞれ
納期限があります。（納付書に記載しています。町報「綴込表紙」にも記載されています。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　県西置賜税務室　　　☎88－8209
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税務出納課町民税係　☎85－6132
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続
手
の
）
す
ま
り
あ
が
と
こ
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す
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入
加
に
策
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に
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②
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注
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・
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新
・
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加
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）
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を
等
用
子

　

化
滑
円
シ
ラ
ナ
・
策
対
シ
ラ
ナ
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い
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ま
し
い
願
お
う
よ
く
お
て
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へ
ん
さ
皆
の
家
農
た
れ
さ
入
加
に
策
対
定
安
得
所
営
経

　

①受け取れる方

　住民税が課税されていない方

（※課税されている方の扶養親族等や生活保

　護の受給者等は除きます。）

①受け取れる方

　平成26年1月分の児童手当を受けている

子育て世帯の方

（※所得が制限額以上の方は除きます。）

②支給額

　対象者１人につき　１万円

（基礎年金・児童扶養手当・特別障害者手当

　等受給者の場合は１人につき１万５千円）

②支給額

　児童手当の対象となる児童１人につき　

１万円

■問い合わせ　

　健康福祉課子育て支援係　☎86－0212

■問い合わせ　

　健康福祉課福祉係　☎86－0111

　臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金の申請受付期間を、平成２７年１月５日まで延長し

ます。給付金の支給対象となる可能性のある方には、６月下旬に案内を送付しておりますので、再

度、案内を確認いただき、支給要件を満たす場合は受付期間内にお手続きください。

子育て世帯臨時特例給付金臨時福祉給付金

受付期間　平成２７年１月５日（月）まで

受付窓口　白鷹町健康福祉課（白鷹町健康福祉センター内）

必要書類　6月下旬の案内で確認いただくか、下記までお問い合わせください。

※申請書類等を紛失された場合などは、ご連絡ください。

※案内の届いた方でも、支給要件を満たさない場合は支給対象外となりますのでご了承ください。

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金 申請受付期間を延長します

せ
わ
合
い
問
■

　

係
興
振
業
農
課
興
振
業
産

　

☎
85

－

７
０
１
６

　

ン
セ
域
地
形
山
局
政
農
北
東

　

　

３
２
０
☎

－

２
２
６

－

７
４
２
７
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排水設備工事責任技術者登録更新のお知らせ

　日本下水道協会山形県支部（現山形県下水道協会）

に登録されている責任技術者で、登録の有効期限が

平成27年１月31日までの方は、現在所属している指

定工事店所在地の市町村で更新手続きが必要です。

◇必要な手続き

　①登録更新の申請

　②更新講習会の受講

◇申込期限　

　11月28日（金）

■申し込み・問い合わせ　
　建設水道課下水道係　　☎85－6138

下水道及び浄化槽使用にあたってのお願い

　下水道を使用している家庭から野菜くずや紙おむ

つ及び下着が流れ、下水管（パイプ）に詰まるとき

があります。下水道施設や浄化槽本体は水環境を守

るための大切な財産です。常に良好な状態で長く使

用するために次のことを守ってください。

・天ぷら油など油類は流さない

・なべや皿のひどい汚れは紙でふいてから洗う

・三角コーナー等を使用し生ゴミや毛髪を流さない

・紙おむつ・衛生用品・たばこは流さない

・トイレでは水洗トイレ専用の紙を使用する

・宅内汚水マスのフタを開けて点検する

蚕桑紬パーク屋内運動場

冬期間の利用について
　
　蚕桑紬パークの冬期（12月～３月）の利用申
込を受け付けます。
　なお、冬期間の利用に関しては、町内団体（５
人以上）を優先としますので、調整会議の対象は
町内団体といたします。
　また、昨年度冬期利用実績のある団体には別途
様式をお送りしています。
◆申込受付期間　※新規団体のみ
　11月17日（月）まで
◆申込方法　指定様式によりお申し込みください。
（様式は白鷹町教育委員会に備えてあります）
【利用調整会議】
◆いつ　　11月19日（水）午後７時～
◆どこで　中央公民館３階大会議室
※利用調整会議は、申込期間内に利用申請の提出
　があった団体のみ参加できます。利用申込団体
　は、各団体代表１名必ず出席ください。
■申し込み・問い合わせ　
　教育委員会生涯スポーツ係　☎　85－6147
　　　　　　　　　　　　　　FAX 85－2183

－浄化槽の申請を受付中です－

　平成27年３月までに合併浄化槽を希望される

方は、12月19日（金）までに申請してください。

※申し込みは先着順になります。申し込み件数に

　より、申込期限前に受付終了とする場合があり

　ます。

■申し込み・問い合わせ　
　建設水道課下水道係　　☎85－6138

　平成27年度　保育園バス運転手・

　臨時保育士の登録を受け付けます

◇保育園バス運転手
▼資格要件　大型・大型特殊運転免許取得者
▼賃金　時給 1,741円
◇臨時保育士
▼採用条件　保育士の資格を有する方または平成
　　　　　　27年３月までに取得見込みの方
▼賃金　時給878円
▼採用　平成27年度入所児童数により採用人数を
　　　　決定します。
◇共通事項
＊勤務する保育園は、ひがしね保育園です。
＊提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書
　※総務課に準備しています。
　　町ホームページからもダウンロードできます。
＊書類を提出された方は「白鷹町日々雇用職員登
　録名簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者
　の中から面接及び書類審査のうえ採用します。
＊採用及び選考については原則60歳未満の方を
　優先的に行う予定です。名簿登録者全員が採用
　されるものではありません。

■書類提出先　総務課総務係　☎85－6120
■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係
　　　　　　    ☎86－0212
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Ｑ
先
日
、
山
形
新
聞
で
、
山
林
の

境
界
に
関
す
る
記
事
を
見
ま
し
た
。

白
鷹
町
は
県
内
に
お
い
て
も
山
林

の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
箇
所

が
多
く
、
山
林
の
地
籍
調
査
（
の

よ
う
な
作
業
）
も
予
定
し
て
い
る
、

と
い
う
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

町
と
し
て
な
ん
ら
か
の
予
定
が

あ
る
と
す
れ
ば
お
し
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
男
性
）

Ａ　

お
答
え
し
ま
す

　

今
年
度
、
国
の
助
成
事
業
を
活

用
し
、
滝
野
地
区
と
十
王
地
区
の

約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
山
林
を

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
山
林
の
境
界

明
確
化
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
役
場
に
あ
る
台

帳
や
字
切
図
等
で
山
林
の
所
有
者

を
調
査
し
、
所
有
者
立
ち
会
い
の

も
と
で
境
界
に
杭
を
打
ち
簡
易
な

測
量
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
地

籍
調
査
と
は
違
い
、
筆
ご
と
の
境

界
を
出
す
の
で
は
な
く
、
所
有
者

界
を
出
す
ま
で
の
簡
易
な
も
の
で
、

登
記
も
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

広報直通便

　

本
町
の
山
林
に
つ
い
て
は
、
筆

数
が
細
か
く
、
多
数
の
所
有
者
が

入
り
組
ん
で
い
る
箇
所
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
境
界
が
不
明
確
な

山
林
が
多
く
、
地
籍
調
査
も
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
近

年
の
木
材
価
値
の
低
迷
な
ど
に
よ

り
山
の
管
理
を
す
る
人
は
少
な
く

な
り
、
ま
た
、
境
界
が
わ
か
る
方

も
高
齢
化
に
よ
り
山
に
入
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
十
王
地
区
と
滝
野
地
区

の
山
林
で
境
界
の
杭
打
ち
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
長
ら
く
放
置

さ
れ
た
山
林
は
藪
に
な
っ
て
い
る

箇
所
が
多
く
、
詳
し
い
方
の
案
内

や
昔
に
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
境
界

の
印
が
な
け
れ
ば
山
林
の
境
界
を

出
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
作
業

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
モ
デ
ル
事
業
を
契
機
に
、

少
し
で
も
森
林
の
荒
廃
を
食
い
止

め
、
林
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、 

山
林
の
境
界
明
確
化
を
進
め
る
方

法
を
模
索
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
事
業
地
域
以
外
の
山
林
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
も
ご
自
分
の
所
有

地
を
予
め
把
握
い
た
だ
き
、
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農

村
整
備
係　

☎
86

－

０
２
１
２

Ｑ
近
年
、
山
形
県
で
も
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
に
お
い
て
は
、
最
上
川

を
は
さ
ん
で
東
側
と
西
側
に
１
カ

所
ず
つ
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
用
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
緊
急

時
に
は
た
い
へ
ん
心
強
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
男
性
）

Ａ　

お
答
え
し
ま
す

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、
医
療
機

器
や
医
薬
品
を
搭
載
し
た
小
型
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
、
救
急
医
療
の
専

門
医
と
看
護
師
が
搭
乗
し
、
一
刻

も
早
く
患
者
に
救
命
治
療
を
行
う

医
療
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
機
体
も
小
型
で
あ
る
た

め
、
救
急
現
場
近
く
の
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
や
駐
車
場
な
ど
を
臨
時
の

離
着
陸
場
（
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン

ト
）
と
し
て
、
直
ち
に
救
命
医
療

を
行
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
の
専
門
医
が
速
や
か

に
救
急
現
場
で
救
命
治
療
を
開
始

で
き
る
こ
と
や
、
高
度
な
救
命
医

療
機
関
等
へ
の
搬
送
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
こ
と
で
、
救
命
率
の
向
上
、

後
遺
症
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
町
が
候

補
地
を
選
考
、
県
と
運
航
業
者
が

着
陸
地
帯
の
現
地
確
認
を
行
い
選

定
し
て
い
ま
す
。
白
鷹
町
は
小
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
18
カ
所

を
登
録
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
砂
塵
が
舞
い
上
が
る
た
め

散
水
が
必
要
で
あ
り
、
駐
車
場
を

常
時
使
用
可
能
な
状
態
に
し
て
お

く
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

一
刻
を
争
う
救
急
運
航
に
お
い

て
は
、
砂
塵
防
止
の
た
め
の
散
水
、

自
動
車
等
の
障
害
の
除
去
に
要
す

る
時
間
を
考
慮
し
た
場
合
、
救
急

現
場
に
近
い
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン

ト
よ
り
も
、
距
離
は
遠
く
と
も
よ

り
条
件
の
整
っ
た
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
方
が
着
陸
に
要
す
る
時

間
が
短
く
な
り
、
救
急
患
者
へ
の

医
師
に
よ
る
治
療
を
早
く
開
始
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

十
分
な
広
さ
が
あ
り
、
散
水
の

必
要
が
な
く
、
車
両
が
あ
っ
て
も

移
動
が
容
易
で
常
時
使
用
で
き
る

場
所
と
し
て
、
夏
期
間
は
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
健
康
運
動
広
場
と

白
鷹
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
前
を
、
冬

期
間
は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
と

白
鷹
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
前
を
主
に

使
用
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
防
災
管

財
係　

☎
85

－

６
１
２
２

町
に
寄
付
を

　

い
た
だ
き
ま
し
た

　

白
鷹
き
ら
や
か
会
様
（
鈴
木
重

治
会
長
）
よ
り
、
町
に
３
万
６
千

円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
60

周
年
を
迎
え
た
町
の
た
め
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
寄
付
を
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。

　

町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　10月13 口山回１第「、で池蓮の院福常、日
れんこん掘り大会」が開催されました。蓮
の花をモチーフにした山口地区のキャラク
ター「ハスミン」と、町のご当地キャラク
ター「べにたかちゃん」の誕生を記念して
行われたもので、山口はすの会のほか、商
工会青年部、白鷹高等専修学校の生徒など
が池に入り、手さぐりのれんこん掘りに参
加しました。大会は来年以降も開催し、参
加者らの交流を図っていく予定です。

　10月20日、東根小学校５年生31人が脱穀
作業を体験しました。小山沢地区中山間地
域づくり推進協議会の皆さんの指導で、５
月から、田植え、草取り、稲刈りを体験し、
この日の脱穀作業で田んぼでの米作り学習
を終えました。収穫した新米は、学校の
「弁当の日」（児童たちが家で自分で弁当を
作り登校する日）に学校で炊飯し、みんな
で味わう予定です。

位
１
　

鷹　

山　

間
時
２

13
分
40
秒

位
２
　

東　

根　

間
時
２

14
分
09
秒

位
３
　

十　

王　

間
時
２

14
分
24
秒

位
４
　

蚕　

桑　

間
時
２

18
分
14
秒

位
５
　

鮎　

貝　

間
時
２

19
分
55
秒

位
６
　

荒　

砥　

間
時
２

21
分
03
秒

　

　
　

 

　

て
し
習
練
り
た
わ
に
月
カ
２
約

60

９区では、最上川河川敷で運動会をしていた
菖蒲地区の皆さん約 100 人が声援を送った。

　10月４日、野菜ソムリエの樋渡由美さん
（米沢市在住）を講師にお招きし、料理教
室が開催されました。この日のメニューは、
岡の台ごんぼのペンネ、枝豆のスープ、そ
ば粉のガレット（搾りたての牛乳から作っ
たリコッタチーズ入り）で、調味料以外の
食材はすべて白鷹産でそろえた料理となり
ました。イタリア料理の作り方のコツなど
も教えていただき、参加した皆さんはとて
も満足した様子でした。

　10月30日、白鷹観光交流大使の上原恭子
さんをお招きし、農産加工品調理講習会が
開催されました。産業振興戦略会議が、６
次産業化への取り組みとして企画・開催し、
野菜ソムリエとしてもご活躍の上原さんに
レシピを開発していただきました。参加者
の中には具体的に商品化を検討している方
もおり、講習会後には、参加者のみなさん
の自慢の一品を持ち寄っての交流会を開き、
上原さんからアドバイスをいただきました。
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　東中学校との統合により来年３月で49年
の歴史に幕を下ろす西中学校に閉校記念碑
が完成し、11月５日に除幕式が行われまし
た。閉校記念事業実行委員会が中心となり、
閉校を惜しみ思い出を偲ぶ記念の碑として
建てられました。約5500人が巣立った西
中学校の最後の在校生を代表し、佐藤拓未
くん（３年）が「最後の西中生として、学校
生活を充実させ、記念碑に恥じないよう有
終の美を飾りたい」と述べました。

!

　10月28日、蚕桑地区公民館で、町交通安
全母の会による高齢者交通安全実践教室が
開催されました。高齢者に事故にあわない
ための注意点を心に留めてもらおうと会員
が交通漫談を演じたほか、暗くした会場で、
夜間に見えにくい服の色や外出時に身に付
ける反射材の効果を目で確認し、会員の手
によって参加者ひとり一人の靴に反射材が
貼られました。参加者からは終始笑いが起
こり、交通安全を楽しく学んだ教室でした。

　

賞
受
を

賞
励
奨
ぶ
学
を
蚕

が
校
学
小
桑
蚕

　

成
平
の
会

26

奨
ぶ
学
を
蚕
「
度
年

　

14

度
年

し
ま
し
育
飼
を
頭
０
０
１
２
ら
か

        

　

示
展
を
ど
な
ル
ネ
パ
習
学
や
具

 

て
し
と」
室
料
資
習
学
の
蚕
「

 

　

10
月
10

が
会
賀
祝
賞
受
は
に
日

 

の
域
地

で
い
伝
手
お
を
育
飼
の
蚕
で
校
学

て
し
い
伝
手
お
り
限
く
続
が
習
学

　
「 

育
を
心
る
す
愛
を
と
さ
る
ふ

先
長
校
と
」
る
い
て
し
待
期
を
と

蚕の学習資料室で、繭の「毛羽取り」

　　 総合学習で飼育に取り組む３年生

　

11

56

地
賜
置
西
回

ま
れ
さ
催
開
が
会
大
走
競
伝
駅
区

　

は
町
鷹
白

10

会
大
伝
駅
町
の
月

た
し
成
編
で
手
選
補
候
の
出
選
で

の
井
長
・
鷹
白
・

11

す
た
を
間
区

】
録
記
新
間
区
【11

区　

口
樋
　

）
立
浅
（
利
勝

】
賞
間
区
【

区
５
　

）
口
山
（
将
功
部
渡

区
７
　

）
王
十
（
朗
一
雄
塚
手

区
８
　

人
央
出
小

）
年
２
学
大
潟
新
（

区
９
　

道
裕
田
竹

）
年
２
校
高
央
中
沢
米
（

10
区　

）
年
１
中
西
（
葉
咲
林
小

11
区　

）
立
浅
（
利
勝
口
樋

鮎貝駅前中継所で、たすきは竹田裕道選手から　
小林咲葉選手へ。

勝
優
に
り
ぶ
年
３
が
町
鷹
白

!



●16　　 広報しらたか　2014.11.12

　

間
が
き
続
手
の
所
役
市
と
だ
ら
か

た
け
か
に
号
番
話
電
た
れ
さ
定
指

て
え
教
て
れ
か
聞
を
ど
な
号
番
座

】
ス
イ
バ
ド
ア
【

　

付
還
を
料
険
保
や
費
療
医
た
ぎ
す

だ
を
金
お
て
け
か
を
話
電
と
る
す

相
の
」
欺
詐
金
付
還
「
る
取
し
ま

」
で
ま
日
今
が
限
期
の
き
続
手
金
付

裕
余
る
す
り
た
し
談
相
に
囲
周
り

Ｍ
Ｔ
Ａ
の
関
機
融
金
い
し
厳
が
ク

■

せ
わ
合
い
問

　

　

係
境
環
し
ら
く
課
民
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

１
３
１
６

vol.50

還
る
乗
名
を
員
職
の
村
町
市
や
県

！
い
さ
だ
く
意
注
ご
に
欺
詐
金
付

！
発
多
故
事
通
交
で
内
町
鷹
白◆

進
推
止
防
故
事
通
交
の
者
齢
高

　

中
施
実
間
月
化
強

　

服
の
色
い
る
明
つ
立
目
ら
か
者

　　
2

　　　

示
表
思
意
る
す
断
横
で
旗
や
手

　　

ぶ
選
を
所
場
な
全
安
①

る
ま
止
ち
立
ず
必
で
端
の
路
道
②

る
め
か
確
を
全
安
の
左
右
③

　

に
き
動
の
車
の
左
右
も
中
断
横
⑤

　

る
配
を
気

　　

り
切
に
め
ま
こ
を
ト
イ
ラ
は
間

　　　

             

　

て
し
止
停
時
一
は
時
る
い
が
者

　　　　　

70

齢
高
は
者
転
運
の
上
以
歳

　　　

　　

　
ま
し
践
実
を
」
ブ
イ
ラ
ド
コ
エ
「

　　

！
欺
詐
て
べ
す
は
」
れ
送
金
現

　

内
県
が
件
事
欺
詐
殊
特
る
取
し
ま

じ
禁
で
款
約
の
者
業
配
宅
や
法
便

　
■

せ
わ
合
い
問

係
境
環
し
ら
く
課
民
町☎

85

－

１
３
１
６

署
察
警
井
長

　

☎
84

－

０
１
１
０

☎
所
在
駐
西
鷹
白

85

－

９
２
０
２

☎
所
在
駐
東
鷹
白

85

－

６
４
０
２

　

消
や
察
警
に
ず
ま
込
り
振
に
ぐ
す

に
の
い
な
が
え
覚
だ
ん
込
し
申
「

わ
思
と
た
し
選
当
が
じ
く
宝
外
海

ト
ク
レ
イ
ダ
の
容
内
な
う
よ
る
せ

当
が
じ
く
宝
外
海
い
な
い
で
ん
込

で
話
い
な
れ
ら
え
考
は
と
こ
る
た

え
ら
も
が
金
賞
「」
た
し
選
当
「

さ
わ
惑
に
句
文
い
誘
の
ど
な
」
る

　

則
５
断
横
全
安

交 通

防 犯



●17　　 広報しらたか　2014.11.12

地域包括支援センター ℡86-0112

着
付
が
ス
ル
イ
ウ
ザ
ン
エ
ル
フ
ン

間
で
と
こ
る
れ
触
ら
か
後
が
人
な

状
症
の
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ

　

38

ん
け

怠い
た

や
感

　

た
れ
ら
み
が
状
症
な
う
よ
の
こ

し
ま
し
診
受
を
関
機
療
医
に
ぐ
す

ト
ン
イ
ポ
の
防
予
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ

と
養
栄
な
分
十
で
活
生
の
日
毎
・

　　　　

う
よ
い
な
し
染
感
ら
か
人
る
い

　　

こ
ぐ
防
を
化
症
重
で
種
接
防
予
・

　

疫
免
（
る
出
が
果
効
の
ン
チ
ク
ワ

間
週
２
後
種
接
に
で
ま
）
く
つ
が

月
９
版
せ
ら

24

だ
く
覧
ご
を
号
日

）
い
さ

　　　　　

防
を
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
で
法
処
対

せ
わ
合
い
問
■

　

地
課
祉
福
康
健

　　

☎
86

－

２
１
１
０

防
予
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ

　

し
ま
き
て
い
づ
近
が
冬
も
年
今

期
時
る
す
行
流
が
症
染
感
の
ど
な

　

毎
は
数
者
患
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ

路
経
染
感
の
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ

飛
◇

ひ

沫つ
ま

感
で
と
こ
む
込
い
吸
ら
か
鼻
や
口

Vol.29  

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪

白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

白鷹町総合型地域
スポーツクラブゆめスポしらたか

「RO＊KU
ロ ッ ク

」事務局(中央公民館内) 

tel.87-8988 fax.85-2183 
E-mail 
rokku@so.town.shirataka.yamagata.jp 

ホームページ  

「ゆめスポしらたか」

で検索。または、

☆
ま
だ
ま
だ
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

『
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
』

▼
開
催
日
・
時
間

毎
週
木
曜

午
後
７
時

分

～
９
時

分

▼
場
所

中
央
公
民
館

（
第
３
木
曜
の
み
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

鈴
木

伸
一

氏

▼
対
象

大
人
、
シ
ニ
ア
向
け

初
、
中
級
経
験
者
限
定
（
初
心

者
要
相
談
）
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
取

り
入
れ
な
が
ら
基
本
ス
テ
ッ
プ
を

中
心
に
ダ
ン
ス
！
月
に
一
度
プ
ロ

講
師
よ
り
ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ッ
ス
ン

あ
り
ま
す
♪
ぜ
ひ
体
験
く
だ
さ
い
。

『
キ
レ
イ
☆
カ
ラ
ダ
教
室
』

～
秋
の
夜
長
、

お
や
す
み
前
の
快
眠
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～

▼
い
つ

月

日

ス
ト
レ
ッ
チ

午
後
７
時

分
～
８
時

分

▼
場
所

東
陽
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

会
員

３
０
０
円

非
会
員

７
０
０
円

☆
カ
ラ
ダ
リ
セ
ッ
ト
体
験

「
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
で
美
姿
勢 ｣

▼
い
つ

月

日
（
月
）

午
後
７
時

分
～
８
時

分

▼
場
所

東
陽
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

会
員
３
０
０
円

非
会
員
７
０
０
円

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

を
使
用
し
て
全
身
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
♪
♪
私
生
活

の
疲
れ
で
歪
ん
で
し
ま

っ
た
姿
勢
の
改
善
に
効
果
的
！

▼
対
象

ど
な
た
で
も

▼
講
師

伊
藤

利
春

氏

み
つ
ば
治
療
院
院
長
（
米
沢
）

▼
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装

▼
定
員

先
着

名

※
当
初

月

日
は
ヨ
ガ
の
予

定
で
し
た
が
右
記
の
内
容
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

◎
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

▼
い
つ

２
月

日
（
土
）

～

日
（
日
）

▼
対
象

中
学
生
以
上
～
大
人

▼
参
加
費

無
料

夏
も
冬
も
大
人
気
の
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ

Ｕ
キ
ャ
ン
プ
！
冬
の
キ
ャ
ン
プ
で

は
ス
キ
ー
を
中
心
に
冬
の
大
自
然

を
満
喫
。
子
ど
も
達
の
楽
し
い
時

間
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ
・申
し
込
み
は

す
べ
て
下
記
事
務
局
ま
で
♪
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「グミはどう？」
　雨が降った遠足の日、空を見上げて…

園児Ａ　「おひさまー、がんばれー！」 
園児Ｂ　「黒雲に負けるなー」 
園児Ｃ　「俺のおやつ１つけっから晴れにしてー！」 
園児Ｄ　「俺も１つけっからおねがーい！俺のは、かんなり
　　　　　うまいグミだから！」 

さくらの保育園

荒
高
掲
示
板 

～
県
立
荒
砥
高
等
学
校
～

◆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了

　

10
月
28
日
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
に
参
加
し
た
本
校
の
３
年
生

３
名
が
、
半
年
間
に
及
ぶ
受
講
を

終
え
修
了
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
名
は
、
５
月
初
旬
か
ら
、
放

課
後
や
週
末
を
中
心
に
夏
休
み
の

集
中
講
義
も
含
め
て
延
べ
１
３
０

時
間
の
講
習
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
く
の
方
々
に
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
名
と
も
目
標
で
あ
っ
た
福
祉

事
業
所
へ
の
就
職
内
定
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
優
し
く
思
い
や
り
の

あ
る
介
護
福
祉
士
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
で
お
力
添
え
を
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
恩
返
し
を
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

◆
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
ま
つ
り
＆ 

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
躍

　
▲修了証を受領。今後の活躍に期待

▲吹奏楽部は演奏で会場を盛り上げました

　

10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
「
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
ま
つ
り
」
で
、
本

校
生
徒
が
、
吹
奏
楽
の
演
奏
、
売

店
の
手
伝
い
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
駅
員

さ
ん
、
総
合
司
会
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
立
場
で
協
力
し
、
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
12
時
37
分
荒
砥
駅
着

の
列
車
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
荒
砥
橋
か
ら
手
を
振
る
「
ス

マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
０
」

に
参
加
し
、
大
き
な
声
で
「
あ
り

が
と
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　

今
回
は
キ
ャ
ン
パ
ス
制
で
の
取

り
組
み
で
も
あ
っ
た
た
め
、
長
井

工
業
高
校
生
も
荒
砥
橋
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。

童
門
冬
二
賞

　

上
村　

栞
凪
（
鮎
貝
小
５
年
）

　
　

夢
に
向
か
っ
て

生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　

上
村　
　

杏
（
鮎
貝
小
３
年
）

　

「
か
あ
ち
ゃ
ん
取
扱
説
明
書
」

　
　

を
読
ん
で

教
育
長
賞

　

小
形　
　

遥
（
東
根
小
６
年
）

　
　

友
達
が
い
て
よ
か
っ
た

　

相
馬
さ
お
り
（
西
中
３
年
）

　

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
を
読
ん
で

図
書
館
長
賞

　

髙
山　

愛
凉
（
荒
砥
小
１
年
）

　
　

ひ
ま
わ
り
っ
て
す
ご
い
ね

　

齋
藤　

龍
太
（
鮎
貝
小
４
年
）

　

「
た
だ
い
ま
、
マ
ラ
ン
グ
村
」

　
　

を
読
ん
で

　

紺
野　

美
友
（
荒
砥
小
５
年
）

　

「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
を

　
　

読
ん
で

　

髙
橋　

和
志
（
東
中
３
年
）

　
　

永
遠
の
０

入
選

◇
小
学
生
の
部

　

金
田
こ
こ
ろ
（
蚕
桑
小
１
年
）

　

佐
藤　

聖
悟
（
鮎
貝
小
１
年
）

　

澁
谷　

心
美
（
東
根
小
１
年
）

　

丸
川　

裕
太
（
蚕
桑
小
２
年
）

　

平
田　

爽
史
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

梅
津　

凜
音
（
鷹
山
小
２
年
）

　

土
屋　

虹
之
（
鷹
山
小
４
年
）

　

紺
野　

巧
夢
（
東
根
小
４
年
）

　

樋
口　

葉
夏
（
荒
砥
小
５
年
）

　

大
類
真
太
朗
（
鷹
山
小
５
年
）

　

紺
野
莉
咲
子
（
荒
砥
小
６
年
）

　

黒
澤　

武
寛
（
鮎
貝
小
６
年
）

◇
中
学
生
の
部

　

豊
嶋　

奏
多
（
東
中
３
年
）

第
46
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　

今
年
度
が
初
の
試
み
の「
俳
句
」

「
川
柳
」に
次
の
方
か
ら
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

芳
賀　

則
政
さ
ん

　

山
口　

惠
子
さ
ん

　

紺
野　

信
吾
さ
ん

　

新
野　

祐
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
省
略
）

　

作
品
は
、
年
度
末
に
発
行
予
定

の
「
読
書
感
想
文
集
」
に
掲
載
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
図
書

　

館　

☎
87

－

０
２
１
７
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▲桂吉弥さん

▲アレンジ例

▼
い　

つ　

11
月
8
日
（
土
）

　
　
　
　

〜
12
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
ど
こ
で　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
い　

つ　
　

12
月
13
日
（
土
）

　
　

〜
平
成
27
年
1
月
18
日
（
日
）

TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
62
vol.
62

12月までの休館日
11/17（月）・25（火）・12/1（月）・8（月）・15（月）
・22（月）・29（月）～h27.1/3（土）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

● 

第
23
回

▼
い　

つ　

11
月
30
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

文
化
伝
承
室

▼
会　

費　

5
0
0
円

　
　
　
　

  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定　

員　

50
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み　

必
要
。
あ
ゆ
ー
む

　

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
演
奏
の
伴
奏
で
、
み
ん
な
で

楽
し
く
歌
を
う
た
い
ま
し
ょ
う
。

リ
ク
エ
ス
ト
も
お
受
け
し
ま
す
。

関
連
事
業

▼
い　

つ　

11
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▼
ど
こ
で　

文
化
伝
承
室

▼
講　

師　

市
川
信
也
さ
ん
（
那

珂
川
町
馬
頭
広
重
美
術
館
館
長
）

※
当
日
の
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

記
念
講
演
会

【
白
鷹
町
誕
生
60 

周
年
記
念
】

●
桂
吉
弥
落
語
会

●
フ
ラ
ワ
ー

　
　
　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

●
柏
倉
九
左
エ
門
家
名
品
展
と

そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
公
募
展

▼
い　

つ　

12
月
6
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
い　

つ　

11
月
24
日
（
月
・
祝
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
（
1
時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

※

全
席
自
由

　
　
　
　

一
般    

2
5
0
0
円

　
　
　

  （
当
日　

3
0
0
0
円
）

　

高
校
生
以
下    

１
5
0
0
円

　
　
　

  （
当
日　

２
0
0
0
円
）

▼
定　

員　

2
0
0
人

▼
チ
ケ
ッ
ト　

あ
ゆ
ー
む
、
中
央

　

公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
ー
む

※

未
就
学
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

円
熟
の
語
り
が
冴
え
る
関
西
落

語
の
ホ
ー
プ
桂
吉
弥
師
匠
３
度
目

の
来
町
公
演
。
聞
き
逃
せ
ま
せ
ん
。

▼
ど
こ
で　

文
化
伝
承
室

▼
講　

師　

古
内
華
奈
さ
ん

（
米
沢
市　

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
ふ
る
う
ち
）

▼
参
加
料　

3
0
0
0
円

　
（
材
料
代
、
花
器
代
込
）

▼
定　

員　

25
人

▼
持
ち
物　

ハ
サ
ミ　
（
可
能
な
ら

　

花
鋏
）

▼
申
し
込
み　

必
要
。
あ
ゆ
ー
む

　

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
締
切
11
月
28
日
（
金
）
午
後
5
時
）

　

生
の
枝
葉
か
ら 
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
作
り
ま
す
。
形
・
大
き
さ
・

飾
り
付
け
は
自
由
で
す
。

▼
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料　

一
般
個
人
2
0
0
円  

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

▼
主　

催　

白
鷹
町

▼
共　

催　

白
鷹
町
教
育
委
員
会
、

　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
協　

力　

公
益
財
団
法
人
山
形

　

美
術
館

▼
問
い
合
わ
せ　

 

あ
ゆ
ー
む

▲《凱風快晴》

▲「そば猪口アート」公募作品

▼
い　

つ 　

12
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

   

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

ホ
ー
ル

関
連
事
業

文
化
講
演
会

日
本
の
里
山
、ど
こ
に
行
く
日
本

▼
講　

師　

三
田
村
有
純
さ
ん

　
　
（
東
京
芸
術
大
学
学
長
特
命
）

　
　
　
　
　

柏
倉
桂
子
さ
ん

　
　
（
柏
倉
家
第
16
代
当
主
）

▼
聴
講
料　

無
料

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
12
月
は
午
後
7
時
ま
で
）

▼
ど
こ
で　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料　

一
般
個
人
2
0
0
円  

　
　
　
　
　

高
校
生 

以
下　

無
料

▼
主　

催　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　

ン
タ
ー

▼
協　

力　

中
山
町
教
育
委
員
会
、 

　

柏
倉
九
左
エ
門
家
、
安
曇
野
高

　

橋
節
郎
記
念
美
術
館

▼
問
い
合
わ
せ　

 

あ
ゆ
ー
む

　

3
5
0
年
続
く
出
羽
の
国
の
大

庄
屋
柏
倉
家
。
選
り
す
ぐ
り
の
貴

重
な
名
品
の
数
々
を
特
別
展
示
。

同
時
に
国
際
公
募
の
「
そ
ば
猪
口

ア
ー
ト
」
公
募
作
品
を
巡
回
展
示
。
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支出日 区分 支出額(円) 内　　　　容

10 月 14 日 御祝 3,000　 　山口区農業収穫祭

10 月 14 日 御祝 3,160　 　畔藤熊野神社例大祭

10 月 14 日 贈答品 9,102　 　重要事業要望

10 月 14 日 贈答品 5,420　 　山形県勢懇話会

10 月 14 日 贈答品 2,710　 　重要事業要望

10 月 20 日 香典 5,000　        　元農業委員会会長弔慰金

10 月 21 日 香典 10,000　 　三川町長親族弔慰金

10 月 21 日 贈答品 2,220　 　重要事業要望

10 月 22 日 御祝 3,000　 　白鷹山岳会創立 50 周年記念祝賀会

10 月 24 日 香典 10,000　 　元町議会議員弔慰金

10 月 24 日 御祝 3,450　 　米沢食肉公社獣魂祭

10 月 24 日 御祝 3,354　 　鮎貝八幡宮例大祭

計 60,416　

  10月の町長交際費 平成26年10月に支出された町長交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

　

交
差
点　

左
右
確
認　

安
全
だ　
　
　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

　

安
全
の　

神
話
崩
し
た　

自
然
界　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一

　

青
信
号　

そ
れ
で
も
左
右　

安
全
を　
　
　
　
　

武
蔵
野　

池
田　

武
子

　

身
の
安
全　

支
え
て
く
れ
る　

妻
が
い
る　

 

　

 

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

　

く
ま
出
没　

安
全
対
策　

ス
ク
ー
ル
バ
ス 

　
　

 

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

　

安
全
と　

隣
り
合
わ
せ
の　

が
け
っ
ぷ
ち　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

　

安
全
は　

親
元
離
れ　

身
に
沁
み
る 

　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

　

安
全
は　

家
内
安
全　

だ
け
で
い
い　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

安
全
を　

願
い
祈
る
は　

我
が
務
め　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

　

赤
ち
ゃ
ん
の　

安
全
地
帯　

母
の
胸　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

　

安
全
は　

何
を
す
る
に
も　

第
一
だ　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

気
の
緩
み　

安
全
速
度　

忘
れ
が
ち　
　
　
　
　

菖　

蒲　

奥
山　

節
子

　

安
全
と　

危
険
は
い
つ
も　

鉢
合
わ
せ　
　

 
 

　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

安
全
と　

思
う
こ
こ
ろ
に　

落
と
し
穴　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　

弘

　

地
域
で
の　

安
全
確
保　

夜よ

も
昼
も　
　
　
　
　

つ
く
ば　

齋
藤　

靖
夫

　

母
の
愛　

食
の
安
全　

お
も
て
な
し　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

　

安
全
を　

祈
り
里
へ
と　

墓
参
り　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

　

絶
賛
の　

安
全
国
も　

崖
っ
ぷ
ち　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

　

人
は
右　

車
は
左　

守
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

　

安
全
と　

言
わ
れ
て
食
べ
る　

母
の
味　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

　

美
し
い　

罠
だ
安
全　

試
さ
れ
る　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

髙
橋　

白
兎

　

天
災
に　

負
け
ぬ
安
全　

見
つ
か
ら
ず　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

か
も
し
か
で　

習
っ
た
曽
孫
に　

教
え
ら
れ　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

　

信
じ
て
た　

ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー　

安
全
？　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

　

一
呼
吸　

置
い
て
安
全　

何
事
も　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

　

安
全
と　

危
険
の
境　

喜
寿
の
脚　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉

　

欲
の
皮　

安
全
牌
が　

墓
穴
掘
る　
　
　
　
　

 
 

荒
砥
乙　

保
科　

努

　

原
発
は　

安
全
の
は
ず　

だ
っ
た
よ
ね　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

　

道
路
安
全　

左
右
安
全　

た
し
か
め
ろ　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

　

攻
め
迷
い　

安
全
策
で　

逃
す
入
賞　
　
　
　
　

箕
和
田　

迎
田　

留
蔵

　

今
日
も
ま
た　

車
の
運
転　

安
全
に　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

　

安
全
に　

共
に
よ
ろ
け
る　

老
人
会　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

我
が
人
生　

家
内
安
全　

祈
願
日
　々
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

も
う
変
え
た
？　

安
全
初
冬　

合
言
葉　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

次
回
「
自
分
」
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
願
い
」
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
。

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

宛

　

町
報
川
柳　

「
安
全
」　　

 

　保
育
園
給
食

　
　放
射
性
物
質
検
査
結
果

　　

測
定
限
界　

　

０
・
48
～
０
・
88
ベ
ク
レ
ル

　

／
㎏
以
下放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

　

▼
期
間　

　

10
月
16
日（
木
）～
22
日（
水
）

　
　

　
　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放

　

射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ　

　

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

　　

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２
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▼
主
催　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

総
務
企
画
部
地
域
振
興
課

☎
０
２
３
８

－

２
６

－

６
０
１
８

人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を

展
示
し
ま
す

　
　
　

子
ど
も
た
ち
に
人
権
尊
重
の
重

要
性
、必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
た
、 

平
成
26
年
度
山
形

県
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

の
置
賜
地
区
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
18
日
（
火
）

　
　
　

～
11
月
24
日
（
月
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法
務

局
米
沢
支
局　

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

研
修
会
の
ご
案
内

　

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
」
の

研
修
会
で
す
。
楽
し
く
無
理
な
く

体
を
動
か
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
講
師　

今
野
陽
介　

氏
（
健
康

催　し

平
成
26
年
度
白
鷹
町
収
穫
感
謝
祭

　

み
な
さ
ん
で
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
グ
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
前
広
場

▼
内
容　

＊
農
産
物
の
直
売

＊
餅
つ
き

＊
米
沢
牛
モ
ツ
鍋
、
牛
乳
、
り
ん

　

ご
の
ふ
る
ま
い

■
問
い
合
わ
せ　

収
穫
感
謝
祭
実

行
委
員
会　

☎
85

－

２
１
２
１

置
賜
こ
ど
も
芸
術
祭
２
０
１
４　

舞
台
芸
術
部
門
開
催
の
ご
案
内

　

置
賜
各
地
で
伝
統
芸
能
な
ど
の

文
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、 

日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。      

　

白
鷹
町
か
ら
は
、 

東
根
小
学
校

「
畔
藤
田
植
踊
り
」が
出
演
し
ま
す
。

　

舞
台
上
で
の
、 

子
ど
も
た
ち
の

一
生
懸
命
な
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

▼
い
つ　

11
月
24
日
（
月
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
開
演
（
午
後
１

　

時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ

ー
プ
ラ
ザ
（
川
西
町
上
小
松
１
０

３
７

－

１
）

▼
出
演
団
体

＊
伝
国
の
杜
こ
ど
も
狂
言
ク
ラ
ブ

（
狂
言
・
小
舞
）

＊
長
井
市
立
致
芳
小
学
校
（
五
十

　

川
獅
子
踊
）

＊
夕
鶴
っ
子
の
会（
民
話
の
語
り
）

＊
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｇ
ｒ
ｏ
ｏ
ｖ
ｙ
　

75

　

＋
Ｋ
Ｍ
Ａ
（K

ID
S D

A
N

CE

）

＊
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　

附
属
子
ど
も
演
劇
教
室（
芝
居
）

＊
白
鷹
町
立
東
根
小
学
校
（
畔
藤

　

田
植
踊
り
）

＊
飯
豊
町
少
年
少
女
合
唱
団
ミ
ル

　

キ
ー
ウ
ェ
イ
（
合
唱
）

▼
入
場
料　

無
料

運
動
指
導
士
）

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

な
ど

▼
参
加
料　

１
０
０
円

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

平
吹
隆　

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
採
択
事
業

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
＆
ヨ
ガ
教
室

【
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
】　

▼
い
つ　

11
月
22
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～
午
後
９
時 

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ

ー
（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

ド
リ
ン
ク 

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日

午
後
７
時
50
分
ま
で
直
接
会
場
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

【
ヨ
ガ
教
室
】

▼
い
つ　

11
月
29
日
（
土
）

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ

ー
（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）

▼
講
師　

山
田
敦
子　

氏
（
国
際

ヨ
ガ
協
会
山
形
中
央
支
部　

山
形

双
葉
学
園
長
）

▼
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス

タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
、
ド
リ
ン
ク 

※
参
加
は
ど
ち
ら
も
無
料
で
す
。 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

よ
さ
こ
い
白
鷹

櫻
鷹
会　

吉
村

☎
０
８
０

－

６
０
２
６

－

５
２
４
３

魅
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

仕
事
・
家
庭
・
地
域
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
、 

男
女
が
社
会
の

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
能
力

や
個
性
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」の
実
現
の
た
め
、男

性
の
視
点
か
ら
男
女
共
同
参
画
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

11
月
28
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー　

あ
～
す

▼
講
座
「
素
敵
な
大
人
の
お
し
ゃ

れ
と
マ
ナ
ー
」

▼
講
師　

黒
田
三
佳　

氏
（
人
材

育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
ロ
ー
ズ
レ
ー
ン

代
表
）

▼
申
込
期
限　

11
月
21
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・ 

問
い
合
わ
せ

平
成
26
年
度
置
賜
地
域
男
女
共
同

参
画
講
座
実
行
委
員
会
（
飯
豊
町

総
務
企
画
課
総
合
政
策
室
内
）

☎
87

－

０
５
２
１

山
形
あ
づ
ま
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
４

　
　

～
ふ
る
さ
と
元
気
祭
～

　

県
内
各
地
の
青
年
団
体
が
一
堂
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保
健
所
生
活
衛
生
課（
室
）ま
で
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
期
限　

平
成
27
年
１
月
15

日
（
木
）

※
平
成
27
年
１
月
１
日（
木
）～
１

月
15
日（
木
）の
期
間
に
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら
電
子
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
携
帯
用　

https://s-kantan.com
/pref-yam

agata-k/

◇
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
フ
ォ
用　
　

https://s-kantan.com
/pref-yam

agata-u/

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
食
品
安

全
衛
生
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
２
１

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
対
策
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
対

策
と
し
て
国
が
実
施
し
て
き
た
衛

星
放
送
な
ど
に
よ
る
各
種
支
援
は
、

平
成
27
年
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
難
視
対
策
工
事
を

完
了
す
る
た
め
に
は
、遅
く
と
も

本
年
12
月
中
の
お
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。特
に
積
雪
地
域
で
は
積

雪
の
影
響
か
ら
冬
期
間
に
工
事
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
早
め
の
お
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

－

０
７

－

０
１
０
１
広告

白鷹　W180xH48

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）

http://w
w

w
.yakushinom

ori.ac.jp

※
当
日
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ネ

ッ
ト
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
美
容
専
門

学
校　

担
当　

小
鹿
・
茂
木

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

０
１
６
７

紅
花
栽
培
情
報
交
換
会
の
開
催

　

白
鷹
町
の
紅
花
栽
培
に
関
す
る

情
報
交
換
と
、 

来
年
に
向
け
た
技

術
対
策
及
び
「
白
鷹
町
紅
花
の
里

づ
く
り
推
進
事
業
」
に
関
す
る
課

題
等
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
会
を

開
催
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
19
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ

ー
2
階　

第
１
・ 

２
研
修
室

▼
申
込
期
限　

11
月
14
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・ 

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
戦
略
会
議
（
産
業
セ
ン

タ
ー
内
）安
部

☎
85

－

０
０
５
５

エ
イ
ズ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す

　

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」 

に
伴
い
、

エ
イ
ズ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。 

匿
名
・ 

無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
２
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所　

１
階

▼
検
査
内
容　

エ
イ
ズ
血
液
検
査

※
検
査
結
果
は
採
血
の
約
40
分
後

に
説
明
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
地

域
保
健
予
防
課
感
染
症
予
防
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

調
理
師
業
務
従
事
者
届
の
お
知
ら
せ

　　

調
理
師
法
で
は
、 

飲
食
店
等
に

お
い
て
、 

調
理
の
業
務
に
従
事
す

る
調
理
師
は
２
年
ご
と
に
就
業
地

の
都
道
府
県
知
事
に
「
調
理
師
業

務
従
事
者
届
」を
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
届
出
が
必
要
な
調
理
師　

学
校
、

病
院
、 

事
業
所
、 
社
会
福
祉
施
設
、

飲
食
店
な
ど
で
調
理
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方

▼
届
出
方
法　

各
保
健
所
、 
県
食

品
安
全
衛
生
課
、 

生
活
衛
生
同
業

組
合
等
に
届
出
用
紙
を
配
置
し
ま

す
の
で
、 

平
成
26
年
12
月
31
日
現

在
の
状
況
を
記
入
し
、 

最
寄
り
の

に
会
し
て
、 

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、 

各
種
体
験
ブ
ー
ス
の
設
置
、

特
産
品
・
グ
ル
メ
販
売
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

白
鷹
町
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
べ
に
た
か
ち
ゃ
ん
」 

の
ほ
か
、  

県
内
各
地
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
結
集

し
ま
す
。 

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
29
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

村
山
市　

甑
し
ょ
う

葉よ
う

プ
ラ

ザ（
村
山
市
楯
岡
五
日
町
14

－

20
）

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

青
年
交
流
会
企

画
運
営
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
５
４

－

４
５
４
７

美
容
と
服
飾
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　

山
形
美
容
専
門
学
校
と
山
形
女

子
専
門
学
校
共
催
の
「
美
容
と
服

飾
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」を

開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
い
つ　

12
月
３
日
（
水
）

　

１
回
目　

午
後
３
時
30
分
～

　

２
回
目　

午
後
６
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

山
形
市
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
（
ア
ズ
七
日
町
６
階
）

▼
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。 

お
電
話
ま
た
は
ホ

おしらせ
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障
害
者
法
定
雇
用
率
２
・
０
％
に

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
で
は
、 
従
業
員
数
の
２

・
０
％
以
上
の
障
害
者
の
方  

（
身

体
・
知
的
・
精
神
） 
を
雇
用
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
て
お
り
、 
従
業

員
50
人
規
模
以
上
の
事
業
主
の
方

が
該
当
に
な
り
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
々
の
雇
用
に
つ
い

て
、  

引
き
続
き
、 

ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井　

☎
84

－

８
６
０
９

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か

　　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
や
通
勤
途
中
で
被
災
し
た
場
合

や
失
業
し
た
場
合
に
保
険
給
付
を

行
う
も
の
で
、
雇
用
の
安
定
等
を

図
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
等
を

含
む
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加

入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
手
続

き
が
ま
だ
の
事
業
主
の
方
は
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
２

働
き
す
ぎ
！
で
は
な
い
で
す
か
？

　

11
月
は
「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」 

期
間
で
す
。 

夜
間
の

労
働
条
件
相
談
に
電
話
で
対
応
い

た
し
ま
す
。 

労
働
条
件
で
お
悩
み

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

☎
０
１
２
０

－

８
１
１

－

６
１
０

▼
相
談
時
間　

◇
月
・ 

火
・ 

木
・
金
…
午
後
５
時

　

～
10
時

◇
土
日
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
平
日
の
日
中
は
左
記
ま
で
。  

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
労

働
基
準
部
監
督
課

☎
０
２
３

－

６
２
４

－
８
２
２
２

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

制
度
へ
の
加
入
歴
が
あ
り
退
職

金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。 

林
業
の
仕
事

を
し
て
い
た
が
加
入
歴
は
わ
か
ら

な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま

す
。 

各
種
手
続
に
も
で
き
る
限
り

の
範
囲
に
お
い
て
対
応
い
た
し
ま

す
の
で
、 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
本
部

☎
０
３

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

○発作外来（てんかん、偏頭痛等）第１土曜日の午後（要予約）

○　川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、作業療法士さん、

　理学療法士さんを募集しています。

○准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や看護

　学校及び准看護師学校へ入学希望の方、当病院の修学資金制度を

　利用してみませんか。

※お問い合わせ：　川記念病院事務長まで　電話８７－８０００　

発作外来診療のご案内　看護師・准看護師・作業療法士・理学療法士募集

小児科　内科　精神科　児童精神科
老年精神科　神経内科　リハビリテーション科　

広告

広告
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を

　

殺
人
、 

強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件

や
重
要
な
犯
罪
を
犯
し
て
逃
亡
を

続
け
る
指
名
手
配
被
疑
者
は
本
年

８
月
末
現
在
、 

全
国
で
７
５
０
人

に
の
ぼ
り
、 

こ
れ
ら
の
被
疑
者
の

発
見
に
は
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提

供
が
必
要
で
す
。

「
指
名
手
配
被
疑
者
に
似
た
人
が

い
る
」「
身
分
を
隠
し
て
働
い
て
い

る
者
が
い
る
」 

な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、 

わ
ず
か
な
情
報
で
も
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署
刑

事
課　

☎
84

－

０
１
１
０

「ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪」
（平成26年度「児童虐待防止推進月間」標語）

　児童虐待に関する相談対

応件数は、全国で依然とし

て増加傾向にあります。

　「虐待かも」と思ったら

すぐにお電話をください。

　連絡者や連絡内容に関す

る秘密は守られます。

■連絡・相談は

　健康福祉課子育て支援係　☎86－0212

　中央児童相談所置賜駐在　☎0238－26－6032

11月は児童虐待防止月間です



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【～10月31日まで 届出】

住所 父母の名 子の名

広　野 新野
詠幾 奏

そ

　空
あ

真奈実

荒砥乙 平
義人 唯

い

　颯
ぶき

さやか

高　岡 熊坂
嘉門 嘉

か

　偉
い

佑

中　山 三戸部
信之 璃

り

　碧
お

麻依子

箕和田 土屋
吉広 広

ひろ

　武
む

歌菜江

山　口 伊藤
寛人 跳

とう

　馬
ま

友美

鮎　貝 鈴木
信也 萌

も

　音
ね

聡美

佐野原 竹田
良則 良

りょう

　助
すけ

友香

針　生 加藤
和芳 大

や ま と

和素子

滝　野 鈴木
悟 陽

はる

　真
ま

裕子

　　氏　　　名　　　  住所

（佐　　　洋　平　　宮城県
蒲　生　恵　利　　荒砥甲

（紺　野　和　紀　　荒砥乙
鈴　木　千布由　　荒砥乙

（木　口　裕　一　　高　玉
髙　橋　沙　希　　長井市

（高　橋　重　和　　鮎　貝
鈴　木　愛　子　　浅　立

ご結婚おめでとう

 住所　　  氏　　名  　年齢
荒砥甲　中　川　滋　子　83
荒砥甲　諸　川　喜一郎　83
山　口　大　嶋　良　子　66
鮎　貝　平　泉　み　ね　90
十　王　加　藤　とくゑ　97
畔　藤　　　原　　博　　86
荒砥甲　竹　田　　　明　74
畔　藤　長谷川　き　み　95
下　山　奧　山　はる子　84
荒砥乙　守　谷　春　雄　92
荒砥甲　渡　邊　昭　一　83
荒砥甲　　関　　と　み　91
荒砥甲　工　藤　孝　一　92
十　王　梅　津　惠　子　61

荒砥乙　五十嵐　忠　男　84
菖　蒲　小　関　幸　夫　72
中　山　髙　田　平　吉　81
中　山　横　澤　よ　し　91
横田尻　渡　辺　しづ　　93
畔　藤　那　須　幸　七　89
畔　藤　樋　口　利　夫　87
深　山　樋　口　良　男　80
萩　野　紺　野　民　男　89
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▼
２
０
１
５
年
の
「
し
ら
た
か
の
四

季
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
発
売
と
な
り
ま

し
た
。
書
店
に
も
早
く
か
ら
来
年
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
や
日
記
帳
な
ど
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
ね
。
そ
ん

な
時
季
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ

初
雪
も
降
る
頃
で
、
コ
タ
ツ
か
ら
は

な
か
な
か
抜
け
ら
れ
な
く
な
り
そ
う

で
す
。
防
寒
対
策
は
し
っ
か
り
し
て
、

風
邪
は
ひ
か
な
い
よ
う
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　（
す
だ
）
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